ジミー・ポーターの怒りの向こう側 : 1950年代アメリカの光と影 by 小野 良子
序 ジミー・ポーターの〈アメリカ〉
“But I must say it’s pretty dreary living in the American Age unless
you’re an American of course.” (Look Back in Anger, I, 1. 2123)1)
1956年５月８日, ロンドンのロイアルコートシアターの舞台冒頭で, 主
人公のジミー・ポーターが, ｢なんで俺は毎週, 日曜日にこんなことやっ
てるんだ｣ (“Why do I do this every Sunday?”, I, 1. 1) と苛立つ声を上げ
た時, 政治と社会に不満を燻らせ, 或いは, 時には怒りを爆発させる〈怒
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手作りのケーキ, クローケーの試合, 洗いたてのリネン｣ (『怒り』, １幕
１場13－16行) がエドワード朝イギリスの ｢ロマンティックな絵画｣ (『怒
り』, １幕１場17行) を構成し, ｢作り物｣ (“phoney”) だけれど, ジミー







いる｡ 特に, 繊維輸出が回復傾向を示し, ｢イギリス資本主義の小春日和｣
とも言われた｡ しかしながら, すべてのイギリス産業が好調だったわけで
はなく, 鉄, 鋼, 金属, 錫, ガラスといった産業はドイツやアメリカなど
との競争に直面し, 徐々にその基盤を侵食されていた｡ 一時的な好景気を
経験していたにもかかわらず, 世界の中におけるイギリスの経済的地位も






すぎないが, 国の資産の約67％を所有した｡ 上流階級の財源は工業, 金融,
商業, 農業などから生み出され, 彼らは社会の生産的富の主要部分を支配
していた｡ 上流階級はパブリックスクール, 及び, オックスフォード, ケ
ンブリッジ大学で教育を受けるのが一般的で, 国教会, 軍隊, 官僚の上層





































よって, イングランド銀行, 航空, 石炭, 電気通信, 運輸, 鉄鋼が国有化
され, 再編成された｡ そして, 社会保障の充実を目指して制定されたのが,
国民保険法 (1946年７月６日), 国民保険サービス法 (1946年11月６日),













くと, 経済政策の失敗からインフレの高進, 国際収支の悪化, 労働不安な
ど, 経済情勢が悪化していく｡ そして, 外交においても成果は上げられず,
特に, 致命的だったのはアメリカとの関係悪化である｡ ドイツ統一問題,

























ルト大統領が予算教書 (1945年１月) で言及した ｢全面的戦争経済から完
全雇用の平和経済に転換する諸改革｣ の実現は, まず, ドイツに勝利し,
日本との戦争準備に全力投入しながら, 状況に応じて段階的に進める必要
があった｡ 政府の方針は, 全般的な生計費コストの上昇を抑え, 完全雇用
と経済安定の両立を図ることだった｡ 完全雇用の実現のために重要案件と
されたのは, 社会保障の拡大, 教育・保険・栄養の改善, 住宅・都市・農




















する動きを円滑にし, さらに, 失業保障給付の増額, 最低賃金の引き上げ,
公共事業の実施などを提言した｡ トルーマンは10月30日に国民に向けてラ




レを抑制することだった｡ また, 対外政策としては, ヨーロッパや日本の
経済を復興させることだった｡ 西側世界の復興はアメリカの経済援助で推















付 ②教育費, 職業教育訓練費支給 ③住宅購入, ビジネス起業資金のロー






万人になっていた｡ 退役軍人の内, 220万人が大学を卒業し, 350万人がそ

























体制に移行した｡ そして, 戦後経済の最大の牽引力は個人消費だった｡ 製
造業における自動化などの技術革新の進行は工場労働者の減少につながっ

























の 『フォーチュン』 誌は, ｢どうすれば１日に40戸 年間, 4000万ドル
相当 の住宅を建設し, 政府と国民とアメリカ建築協会を満足させられ













彼は, レヴィットタウンを ｢アメリカの最悪の未来像である｣ と酷評した｡
完成から10年が経過したレヴィットタウンをマンフォードはこのように評
した ｢木も生えていない見渡す限りの荒れ野では, 区別のつかないお
そろいの家々が, おそろいの道路沿いに, おそろいの間隔で, 数え切れな
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いほどずらりと立ち並ぶ｡ 同じ階級, 同じ所得層, 同じ年齢層に属する住























人として, 私自身に人種的偏見が入り込むことなどない｡ しかし, 黒人の
















均3.1％に達していた｡ そのうち, 非耐久財が0.8％, サービスが0.7％, 耐































































急速に回復し, 1955年には実質 GDP成長率は7.2％へと急上昇した｡ 政府
支出はマイナス0.8％だったが, 個人消費は4.6％, 民間投資は3.5％のプラ





拡大していった｡ 1950年代末までには, 自動車, 住宅, 家庭電化製品など
の耐久消費財の需要が急速に伸び, アメリカの全世帯の75％が自家用車,








た｡ 1958年に出版され, ベストセラーになったガルブレイスの 『豊かな社
会』 は, 経済成長がすべての人々に繁栄をもたらし, 不平等や不安定を論
じる時代は終わった, と宣言した｡
しかし, 現実には貧困や不平等が解消されたわけではなく, 豊かな郊外






アメリカ社会において, 全世帯の27.5％が貧困状態にあり, 高齢者, 非熟







全国の工場に吸収され, また, 軍隊に召集された｡ 戦時中, およそ100万
人の黒人が軍隊に入り, これまで黒人を受け入れてこなかった海兵隊, 沿
岸警備隊にも黒人が配置された｡ 戦後, 軍需産業や軍事基地が存続したこ


























は結局, 実行されなかったが, 行進の企画発案自体が圧力となって, ロー
ズヴェルト政権は1941年, 政府との間に軍需契約を結ぶ企業に対して, 雇
用上の人種差別の禁止を命じ, また, その監視機関として公正雇用実施委


































































て構成されていた｡ そして, この〈ロールモデル〉は, 1950年代のアメリ
カ社会が抱えていた社会的政治的問題 人種差別と公民権運動, 女性解
放運動, 冷戦と反共ヒステリー, 若者の対抗文化 を一切, 除外して,
アメリカ社会の主流派に都合よく創られた,〈仮想の家庭〉だった｡ 『アイ・
ラブ・ルーシー』 (1951～1956年放送), 『陽気なネルソン』 (1952～1960年





















市当局は, 白人市民会議などからの圧力もあり, 強硬姿勢を変えず, 交渉
























る合法的手段を駆使すると誓った ｢南部宣言｣ を発表し, 各州議会は人種





これに対して最高裁は人種統合教育の実施を ｢可及的速やかに｣ (“with all
deliberate speed”) 進めるべきとの判断を示したが, 南部の行政当局はそ














で, アーカンソー州軍を動員したが, 州軍は知事の命令に従い, リトルロッ
ク高校の敷地を取り囲み, 黒人生徒たちが校門にたどり着くと行く手を阻
んだ｡ テレビ画面の中で, リトルロック暴動は暴徒と化した白人たちの憎











性を犠牲にして, 画一性にのみ込まれ, 企業組織に枷をはめられる｡ ラー
ス夫妻も周囲の同調圧力の中で, 息苦しい, 孤独な郊外生活を送っている｡
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The American Fifties :
The Bright Side and the Dark Side
ONO Yoshiko
This is an attempt to re-examine economic and political aspects of American
society after World War Two. The paper consists of four chapters, focusing on
the success and the turmoil in the 1950s :
Chapter 1. Economic Policy after the Second World War
Chapter 2. The Korean War and the Economic Success
Chapter 3. The Backyard of an Affluent Country
Chapter 4. American Life on TV: The Ideal and the Real
